
我
が
国
で
毎
年
「
か
ら
い
も
（
甘
藷
）」
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
熊
本
県
大
津
町
と
千
葉
県
栗
源
町
（
現
香
取
市
）
と
茨
城
県
東
海
村
で
あ
る
。

大
津
町
は
、
熊
本
県
下
最
大
の
甘
藷
生
産
地
で
、
毎
年
十
一
月
に
は
本
田
技
研
熊

本
製
作
所
の
敷
地
内
で
三
万
人
規
模
の
「
か
ら
い
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
、6

明

日
の
観
光
大
津
を
創
る
会7

が
主
催
し
、
町
や
、
農
協
、
商
工
会
等
の
協
力
を
得
て

開
催
し
、
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
か
ら
い
も
植
付
け
・
か
ら
い
も
掘
り
大
会
。

か
ら
い
も
館
（
文
化
パ
ビ
リ
オ
ン
）
か
ら
は
、
い
も
の
イ
ベ
ン
ト
等
。
か
ら
い
も
物

産
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

「
か
ら
い
も
館
」
で
は
、
か
ら
い
も
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
、
町
内
小
中
学
校
児
童
生

徒
参
加
の
い
も
の
絵
手
紙
・
版
画
コ
ー
ナ
ー
、
食
生
活
改
善
相
談
、
全
国
有
名
甘
藷

の
味
比
べ
、
甘
藷
相
談
、
珍
か
ら
い
も
、
か
ら
い
も
歴
史
展
、
江
戸
時
代
の
イ
モ
料

理
展
示
と
試
食
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
四
年
前
か
ら
は
甘
藷
の
伝
来
史
の
調
査
研
究

も
始
め
て
い
る
。

さ
て
、
日
本
の
甘
藷
の
伝
来
と
い
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
中
国
、
琉
球
（
沖
縄
）、

九
州
の
ル
ー
ト
が
定
説
と
さ
れ
、
日
本
国
内
で
最
初
に
甘
藷
が
栽
培
さ
れ
た
処
は
、

長
崎
県
の
平
戸
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・

コ
ッ
ク
ス
日
記
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
初

期
の
一
六
一
五
年
六
月
船
長
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ア
ダ
ム
ズ
（
三
浦
按
針
・
イ
ギ
リ
ス

人
）
か
ら
琉
球
の
芋
（potatos

）
を
一
袋
、

一
六
一
八
年
六
月
に
は
、
イ
ー
ト
ン
か
ら

小
さ
な
琉
球
芋
の
根
（sm

a
ll
p
o
ta
ta
-

rootes

）
五
〇
〇
個
を
も
ら
い
、
菜
園
に
植

え
た
と
あ
る
。

ア
ダ
ム
ズ
の
植
え
方
は
、
直
播
の
植
え

方
で
、
昭
和
初
期
ま
で
平
戸
地
方
で
行
な

わ
れ
て
い
た
植
え
方
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、「
と
ん
ぼ
い
も
」
と
呼
ば
れ
、
小
さ
い
甘
藷
を

そ
の
ま
ま
畑
に
植
え
る
方
法
で
、
旧
盆
の
こ
ろ
（
七
月
）
に
は
其
の
藷
を
収
穫
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

然
し
疑
問
点
と
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ズ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
イ
モ

を
何
故
「
甘
藷
」（p

o
tato
s

）
と
判
断
で
き
た
の
か
、
次
に
日
記
に
は
「p

o
tato
s

」

と
い
う
単
語
を
使
っ
て
い
る
が
ど
こ
で
こ
の
単
語
を
ア
ダ
ム
ズ
は
学
習
し
た
の
か
、

さ
ら
に
も
ら
っ
た
甘
藷
（p

otatos

）
を
種
い
も
と
し
、
つ
る
植
え
を
せ
ず
何
故
直
播

栽
培
に
し
た
の
か
な
ど
が
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
当
時
琉
球
で
は
、
直
播
で
な
く
、
つ
る
植
え
を
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
彼
の
母
国
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
甘
藷
の
文
献
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
一
五
九
七
年
イ
ギ
リ
ス
の
有
名
な
植
物
学
者
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
ラ
ー
ド
の
書
い

た
『
本
草
あ
る
い
は
植
物
一
般
誌
』
に
甘
藷
（P

otatoes

）
の
記
載
が
あ
り
、
甘
藷
の

栽
培
は
直
播
栽
培
さ
れ
、
保
存
食
や
健
康
食
品
お
菓
子
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

別
な
文
献
に
よ
れ
ば
甘
藷
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
に
催
淫
剤
と
し
て
登
場
し

て
い
た
。
又
キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
甘
藷
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
し
て
あ
っ

た
。
イ
ギ
リ
ス
は
夏
が
短
い
た
め
、
早
期
に
甘
藷
を
収
穫
す
る
方
法
と
し
て
直
播
栽

培
が
適
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

園
芸
と
読
書
、
そ
し
て
金
魚
の
飼
育
が
趣
味
で
あ
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス

は
、
来
日
前
に
甘
藷
の
知
識
を
本
国
で
受
け
て
い
て
、
琉
球
の
つ
る
植
え
法
を
と
ら

ず
、
直
播
栽
培
を
し
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。

従
来
の
甘
藷
の
日
本
伝
来
ル
ー
ト
の
ほ
か
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
伝
来
し
た
バ
タ
ー

タ
ス
ル
ー
ト
が
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
発
見
し
た
コ
ロ
ン
ブ
ス
の

ル
ー
ト
で
、
中
央
ア
メ
リ
カ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
。
そ
の
後
そ
こ
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

が
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
マ
ラ
ッ
カ
、
中
国
に
伝
来
し
た
ル
ー
ト
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
ル
ー
ト
に
よ
る
イ
モ
の
日
本
伝
来
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

筆
者
は
、
一
六
一
八
年
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
の
日
記
に
饗
応
菓
子
と
し
て

「P
ortin

gall
fartes

」、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ハ
ル
テ
（
ア
ー
モ
ン
ド
入
り
菓
子
麺
麭
）
が

贈
呈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
、
一
五
七
七
年
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ

ス
が
巡
察
師
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
バ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
宛
て
た
書
簡
に
、
日
本
の
異
教

徒
の
貴
人
に
は
、
訪
問
す
る
度
に
贈
答
品
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
記
し
、

フ
ロ
イ
ス
は
贈
答
品
に
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
帽
子
、
砂
時
計
、
ビ
ー
ド
ロ
（
ガ
ラ
ス
器
）、

菓
子
用
フ
ラ
ス
コ
、
蜂
蜜
、
壺
入
り
の
砂
糖
菓
子
・
ハ
ル
テ
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
壺
入
り
の
ハ
ル
テ
菓
子
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

江
後
迪
子
氏
（
元
別
府
大
学
短
期
大
学
部
教
授
）
著
の
『
南
蛮
か
ら
来
た
食
文
化
』

に
よ
る
と
、「
ハ
ル
テ
」
と
い
う
名
の
南
蛮
菓
子
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
る

こ
と
は
な
い
が
、
西
川
如
見
の
『
長
崎
夜
話
草
』（
一
七
二
〇
年
）。
諫
早
家
文
書
の

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
諫
早
与
賀
社
へ
参
詣
し
た
と
き
桟
敷
で
用
意
さ
れ
、
ま
た

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）、
鍋
島
茂
行
の
家
督
相
続
祝
い
に
も
出
さ
れ
て
い
る
。
又
、

『
院
御
所
様
御
幸
之
菓
子
通
』（
一
六
三
五
年
）
や
『
朝
覲
行
幸
御
菓
子
渡
帳
』
な
ど

天
皇
家
に
か
か
わ
る
文
書
に
も
あ
る
と
い
う
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
南
蛮
菓
子
「
ハ
ル
テ
」
の
ル
ー
ツ
を
調
査
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

farte

「
ハ
ル
テ
」
に
は
「
ア
ー
モ
ン
ド
ケ
ー
キ
」、「
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
、
食
べ
飽

き
た
」
な
ど
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
料
理
書
（
マ
リ
ア
・
モ
デ
ス
コ
著
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
伝
統
料
理
』

一
九
八
四
年
）
に
、
マ
デ
イ
ラ
島
の
「Farte

d
e
b
atata-d

oce

」（
ア
ー
モ
ン
ド
入

り
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
の
菓
子
）
が
あ
る
。
片
寄
眞
木
子
氏
（
神
戸
女
子
短
期
大
学
教

授
）
に
よ
る
と
、
ア
ー
モ
ン
ド
入
り
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
の
生
地
を
四
角
に
切
っ
て
オ

ー
ブ
ン
で
焼
い
た
も
の
と
い
う
。
か
つ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
約
四
百
五
十
か
ら
五
百
年

前
植
民
地
化
し
て
い
た
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
や
中
国
マ
カ
オ
に
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ハ
ル
テ

と
似
た
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
の
ケ
ー
キ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

江
戸
時
代
甘
藷
先
生
と
い
わ
れ
た
青
木
昆
陽
が
享
保
の
飢
饉
（
一
七
三
二
年
）
後
、

八
代
将
軍
吉
宗
の
命
を
受
け
、
救
荒
食
に
甘
藷
を
広
め
た
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
甘
藷
は
サ
ツ
マ
イ
モ
と
よ
ば
れ
、
救
荒
食
又
は
、
米
の
代
用
食
と

し
て
使
わ
れ
た
。
し
か
し
、
長
崎
に
お
い
て
は
、
ハ
ル
テ
菓
子
の
ほ
か
に
甘
藷
を
使

っ
た
ヒ
カ
ド
料
理
な
ど
が
あ
る
。

長
崎
の
地
で
は
甘
藷
は
救
荒
食
や
ふ
だ
ん
の
日
の
食
料
と
し
て
大
事
に
さ
れ
て
き

た
だ
け
で
は
な
く
、
バ
タ
ー
、
タ
ス
ル
ー
ト
に
乗
っ
て
伝
来
し
た
甘
藷
食
の
高
い
文

化
も
早
く
か
ら
受
け
入
れ
、
土
地
に
合
っ
た
も
の
に
育
て
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

こ
が
長
崎
の
町
が
他
の
地
域
と
一
番
異
な
る
と
こ
ろ
と
い
え
よ
う
。

（
熊
本
県
菊
地
郡
大
津
町
役
場
勤
務
）

○
六
月
一
日
午
前
七
時
半
「
町
内
（
桶
屋
町
）
の
小
屋
入
り
」
出
発
。
本
会
を
代
表

し
て
川
崎
・
田
村
・
蒲
池
・
外
三
名
の
各
氏
、
事
務
局
よ
り
は
、
涼
や
か
な
着
物

姿
で
上
田
・
清
島
・
松
澤
の
各
女
史
に
参
加
し
て
戴
い
た
。

○
戦
前
・
長
崎
地
方
で
安
い
食
料
と
言
え
ば
「
イ
モ
と
鰯
」
と
言
っ
た
。
然
し
最
近

で
は
鰯
一
匹
千
円
と
い
う
。
我
が
国
の
食
文
化
も
大
い
に
変
わ
る
事
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

○
そ
の
イ
モ
の
事
に
つ
い
て
熊
本
県
よ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
「
イ
モ
」
の
論
稿
を
戴
い
た
。

長
崎
地
方
で
は
「
イ
モ
」
の
事
を
ジ
ュ
キ
（
琉
球
）
い
も
、
ハ
ッ
チ
ャ
ン
、
ロ
ク

ベ
エ
、
唐と

う

イ
モ
、
コ
ッ
パ
と
も
言
っ
て
い
る
。
対
馬
に
「
セ
ン
だ
ん
ご
」
と
言
う

名
物
が
あ
る
が
、
其
の
セ
ン
と
は
イ
モ
の
澱
粉
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
。

○
七
月
二
十
三
日
は
長
崎
水
害
二
十
五
年
忌
に
当
る
。
あ
の
夜
の
荒す
さ

ま
じ
か
っ
た
中

島
川
の
事
を
思
い
だ
す
。
本
会
の
野
田
照
雄
氏
よ
り
「
此
の
二
十
五
年
忌
を
頭
に

入
れ
て
、
中
島
川
七
夕
た
な
ば
た

夏
ま
つ
り
を
企
画
し
て
い
ま
す
」
と
連
絡
を
う
け
た
。
長

崎
の
七
夕
の
風
景
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
依
頼
を
う
け
て
川
原
慶
賀
も
描
い
て
い
る
ほ

ど
華は
な

や
か
で
賑
か
で
あ
っ
た
。

○
故
作
家
森
謠
子
女
史
の
御
尊
父
で
作
家
の
伊
藤
三
男
翁
よ
り
お
便
り
が
届
い
た
。

翁
は
九
十
三
才
に
な
ら
れ
た
由
。
お
便
り
に
は
「
娘
が
最
後
に
発
表
し
た
「
甲
比

丹
物
語
」
の
取
材
の
た
め
昭
和
五
十
六
年
出
島
に
来
ま
し
た
が
、
其
の
出
島
復
興

の
報
を
う
け
喜
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
私
は
い
ま
「
カ
タ
カ
ナ
外
来
語
・
今
昔
物

語
」
を
書
い
て
い
ま
す
が
三
分
の
二
ほ
ど
書
き
あ
げ
ま
し
た
の
で
御
批
判
下
さ
い
」

と
あ
っ
た
。
そ
の
未
刊
の
原
稿
は
五
二
五
字
詰
で
八
十
八
枚
も
あ
っ
た
。
そ
し
て

序
文
の
中
に
「
外
来
語
も
、
日
本
文
化
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
大
い
に
結
構
だ

が
、
む
や
み
に
現
在
の
よ
う
に
濫
用
し
て
、
ま
だ
日
本
語
化
し
て
い
な
い
外
国
語

を
喋
っ
た
り
書
い
た
り
す
る
の
は
困
り
も
の
だ
」
と
あ
っ
た
。

○
五
月
末
日
、
戦
後
の
出
島
復
元
計
画
に
大
い
に
力
を
借
し
て
戴
い
た
オ
ラ
ン
ダ
大

使
館
付
駐
日
全
権
公
司M

r.Jan
d
e
V
ries

の
赴
報
を
日
蘭
学
会
よ
り
請
け
た
。
出

島
復
興
な
っ
た
こ
の
年
、
私
に
は
何
か
思
い
出
さ
れ

る
も
の
が
多
い
。
御
冥
福
を
御
祈
り
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
る
。

風
信

二
八
七
号
　
平
成
十
八
年
六
月
二
十
日

長
崎
と
甘
藷

日
本
い
も
類
研
究
会
員
　
西
村
　
和
正
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